東晉における史評の隆盛と袁宏の『後漢紀』 by 渡邉 義浩 & WATANABE Yoshihiro
東晉における史評の隆盛と袁宏の『後漢紀』
著者 渡邉 義浩
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に在る者」は諫言を行うべきだが、それは①「誠心を推して」 、ひそかに言う もの のである。このように
袁宏




























































































年）のほか、李烈輝「袁宏《後漢紀》与档案」 （ 『档案管理』一九九三―四、一九九三年 、劉海静「従《后漢紀》看
袁宏
的











































































戴逵『竹林七賢論』 」 （ 『中国文学論集』六、一九七七年） 張亜軍「 《世説新語》注引袁宏《名士伝》考略」 （ 古籍整理研究学刊』二〇一〇―〇三、二〇一〇年）を参照。
（







期」 （ 『古代学』一三―三・四、一九六七年、 『六朝精神史の研究』同朋舎出版、一九八四年に所収）を参照。また、 『後漢紀』と『
後漢書
』の比較には、安部聡一郎「袁宏『後漢紀』 ・范曄



































































説新語』 がそれを後世の貴族に伝えようとしたことについては、渡邉義浩「 『世説新語』における人物評語の展開」 （ 『六朝学術学会報』 一七、二〇一六年、 『 「古典中国」 における小説と儒教』前掲に所収）を参照。
（
19） 『晋書』巻八十二
 習鑿歯伝に、 「是の時
 温
 非望を覬覦すれ
ば、鑿歯
 郡に在りて、漢晋春秋を著して以て之を裁正す。漢
の光武より起こし、晋の愍帝に終はる。三国の時に於て、蜀は宗室なるを以て正と為し、魏武は漢より受け晋 禅ると雖も、尚ほ簒逆と為す。文帝
 蜀を平らぐるに至り、乃ち漢の亡
と為して晋
 始めて焉に興る。世祖の諱たる炎もて興るを引き
て禅受すると為し、天心は勢力を以て強くせざる可からざるを明らかに なり。凡そ五十四巻
」とあるように、
習鑿歯
は『
漢晋春秋
』を著し、
桓温
の
禅譲
の意を防ぐため、
蜀漢
を
正統として曹魏の革命を簒奪とした、という。

（早稲田大学）
　
